
横浜ベイブリッジ一般部（国道357号）及び本牧・大黒臨港道路の開通について

記者発表資料

横浜ベイブリッジ一般部（国道357号）及び本牧・大黒臨港道路が平成１６年４月２４日（土）

に開通することとなりましたので、お知らせします。

横浜ベイブリッジは２層構造の斜張橋で、これまでに上層部の自動車専用道路（首都高速

湾岸線）が平成元年９月に供用していましたが、このたび、下層部の一般部（国道３５７号）及

び、地上部から横浜ベイブリッジへ連絡する本牧・大黒臨港道路が完成開通する運びとなりま

した。この開通により、現在横浜中心市街地を通過しているコンテナ車をはじめとする自動車

交通が本道路に転換し、横浜中心市街地の交通混雑緩和に寄与することが期待されます。

なお、一般開放に先立ちまして、開通式典を実施する予定です。詳細な時間等につい
ては、後日お知らせいたします。

平成１６年３月１１日

国土交通省関東地方整備局
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事業の概要

（１）概要と目的

横浜ベイブリッジは、東京湾岸道路の一部として横浜港港口部となる横浜

市鶴見区大黒ふ頭と同市中区本牧ふ頭を結ぶ、２層構造の斜張橋で、上層

部を自動車専用道路(首都高速湾岸線）、下層部を一般道路（国道３５７号）

として計画されました。

このうち、自動車専用道路（首都高速湾岸線)については、平成元年９月

に供用しています。

現在、本牧及び大黒ふ頭では、横浜港における外貿コンテナ貨物の約８

割が取り扱われ、両ふ頭は横浜港のコンテナ物流の拠点となっています。

しかしながら、両ふ頭間で輸送されるコンテナ車等は、首都高速湾岸線

（横浜ベイブリッジ）または市街地の一般道を利用しており、物流コストの増

大や市街地の交通混雑の原因となっています。

このため、通称「コンテナ通り」とも呼ばれている、一般国道１３３号などの

横浜中心市街地の交通混雑緩和及び、大型車交通量（コンテナ車等）の低

減を図るとともに、国際港横浜の本牧・大黒ふ頭間での物流効率化の促進

等を図ることを目的として、平成１０～１１年度に「横浜ベイブリッジ一般部

（国道３５７号）及び本牧・大黒臨港道路」の事業に着手いたしました。

平成１６年４月２４日

開通区間
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（２）事業経緯

首都高速湾岸線（横浜ベイブリッジ）着工昭和５５年１１月
首都高速湾岸線（横浜ベイブリッジ）供用平成 元 年 ９月
横浜ベイブリッジ一般部（国道３５７号）事業着手平成１０年１２月

平成１１年 ８月 本牧・大黒臨港道路港湾計画決定・事業着手
「横浜ベイブリッジ一般部（国道３５７号）及び平成１２年 ３月
本牧・大黒臨港道路」 起工式

（３）諸元等

区 間

起点 ： 横浜市鶴見区大黒ふ頭

終点 ： 横浜市中区本牧ふ頭

延 長

一般国道３５７号 ： 約２．２ｋｍ

臨 港 道 路 ： 約４．７ｋｍ

道路区分

一般国道３５７号 ： 第３種第１級

臨 港 道 路 ： Ｂ規格ランプ

設計速度

一般国道３５７号 ： ８０ｋｍ／ｈ

臨 港 道 路 ： ４０ｋｍ／ｈ

車線数

一般国道３５７号 ： 暫定２車線

（全体計画 ６車線）

臨 港 道 路 ： 完成２車線
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